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腔内照射における直腸線量測定 ダイオード線量計とX線規格写真から計
算した値の比較検討
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《原箸》

腔内照射における直腸線量測定

(ダイオード線量計とＸ線規格写真から計算した値の比較検討）

西部茂美瀧平田良昭腱菊池雄三膿＊

要旨ＲＡＬＳを用いた子宮頚癌の腔内照射において，直腸線量計算値より陣讐の判定の程度を検討した。

Ｘ線規格写爽より計算した間接値とモニタ線鑓計直読値との相関をとった。さらには，規格写真上の直腸内における線量最

高点の座標を考え，計算結果から正常群と障害群の検定を行った。

５点線丘モニタ値とＸ線規格写真より取得した間接計算値との相関はｒ＝0.88となり，良好な繍関を得た。又，直腸内にお

ける線逓最高点のコンピュータ計算値のＴＯＴＡＬ線量に対するＡ点線量ＴＯＴＡＬ比からＦ検定を行ったが，統計学上明らか

な有意差を認めることが出来なかった。しかし，今後の解析を進めて行くにあたり，大変有用な結果を得`た。

北放技術誌５２：19-23,1992

ＯＮ２０Ｂ改良型）

.ＪＡＲＰ型線避計（応用技研：ＡＥ－１３２ａ）

・５点線鉦モニタ（島津：ＩＣＤ－５）

・Ｍｉｘ－Ｄｐ（30ｘ３０ｘ３０ｃｍ）

・パーソナルコンピュータ（ＮＥＣ：ＰＣ－９８０１ＶＭ，

ＰＣ－９８０１ＲＡ） 

、、方法及び結果

先ず始めに，コバルト６０遠隔治療装置（SSD＝８０

ｃｍ，Fie]ｄｌＯｘ１０ｃｍ，output685R/ｍin）を用い，

５点線鍬モニタとＪＡＲＰ型線量計との校正を行っ

たり｡又,ダイオード線曇計の全体図並びにプロープ部

をそれぞれＦｉｇ．１，Ｆｉｇ２に示す。

I1１－１．１繰り返し測定（再現性）

素子番号Ａ～Ｅの５個について測定した結果を

１．緒言

近年，子宮頚癌の放射線治療成績が飛躍的に向上し

ている昨今，生存率の向上に伴い，膀胱・直腸の放射

線障害が若月されるようになってきている。これらを

正確に把握することは大変重要となり，当施設におい

てもチューブ内に配列されたＴＬＤ素子による測定か

ら，ダイオード線飽計とパーソナルコンピュータ（以

下パソコン）を接続してモニタ値を取り込み，直読型

のものにして数年を経過する。

その間，Ｘ線規格写真より，原点・タンデム・オポ

イドの線源･位置をディジタイザーにて読み取り，パソ

コンにてポイントＡ線量を算定し，照射時間を決定し

てきた。

そこで今回は，規格写真上の５点線趣計間接線鍵計

算値と直読値を比較し，特に障害の有った症例につい

て，モニタ線鋤計の意義並びに位置関係等を踏まえ，

さらには間接線鐘計算値から種々の考察を得たので報

告する。

n．使用機器

・コバルト６０遠隔治療装置(東芝：RCR-l20-C3）

・コバルト６０体腔内治療装置（島津：ＲＡＬＳＴＯＲ．
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Fig.１ダイオード線塗計の全体区
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Table2線量率に対する感度特`性結果

FiR2プロープ部 段階に変化させ，すなわち治療台最上段ＳＣＤ＝63.35

ｃｍ,ＳＣＤ＝８０ｃｍ,治療台最下段ＳＣＤ＝103.25ｃｍに

て測定を行った。Ｔａｂｌｅ２に示すように，各素子とも±

2％の範囲内におさまった。

'１１－１．３晴電流と経過時間

Table3は暗電流による線量指示値の関係を示し，

Fig.３に経過時間と指示線迅との関係をプロットし

た。各素子とも直線性が得られ，３０分経過した場合，

５cGy程度となり，通常の測定については十分使用可

能である。

以上の結果をふまえ，次の実験に進む。
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Tablelに示す｡測定値はDepthlcmで1分１１M照射し

た時の値を表し,繰り返し回数は各素子とも１０回行っ

た｡繰り返し測定による再現性は,各素子とも±１％の

範囲内におさまった。

Ⅲ－１．２線:量率に対する感度特性

コバルト６０遠繍治療装置を用い，ＳＣＤの条件を三

:赤4ｍ
一戸。ｕ＝」

Table３暗電流による線量指示値（cGy）
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Fig.３経過時'１１]と指示線鰯の泣線関係
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Fig.４線源配極図（単位：ｍｍ〕

心とした三次元Ｘ－Ｙ－Ｚ座標模擬線源配置から，

Ｘ線規格写真正面像及び側面像を得る（Fig.５，Ｆｉｇ．

６)。これらの規格写真からデイジタイザーにて読み込

んだ値をもとに，拡大率を考慮し治療計画用装世

ＭＥＶＡＰＬＡＮにて５点線量計各素子の間接値を計算

した｡Fig.７は,モニタ線蕊計が導入されてからの過去

[1１－２．１モニタ線量計との相関

Ｆｉｇ．４は，当施設における標準的な線源配置図を示

し2)，線源の数は見かけ上，タンデム４個，オポイドが

２個の配置となり，線量投与比は番号順に３：３：

２：２：３：３である。

以上の条件により，患者･体内での外子宮口を原点中
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１年半における３０症例を比較し,この間接値とモニタ

値をプロットしたもので，直線一次回帰を行い相関係

数r＝0.88となり,良好な結果を得た｡次の正常群と障

害群の解析はこのモニタ値を用いることにする。

Ⅲ－２．２腔内照射の線量

Ｉ，n期並びに111期の中で腫鰯容積の小なるもの2)，

外照射により腫瘍縮小の著しい症例についてはポイン

トＡに－回５．２Ｇｙ週一回，６週総計31.2Ｇｙ/6〔/6Ｗ

の総量を，Ⅲ期のうち腫蕩容穣の中等度の症例につい

ては，一回５．４Ｇｙ総計32.4Ｇｙ/6f/6Ｗ，111期の腫瘍

容積大群，Ⅳａ期は一回５．６Ｇｙ総計35.4Ｇｙ/６[/6Ｗ

を照射することを原則としている。

Ⅲ－２．３正常群と障害群

次に,対象症例30例中,放射線治療専門医にて診断

された直腸障害の有った３例において,(内２例は軽度

の出血，他の１例は｢１１程度の出血で，いずれも淡癌形

成はなかった｡）Ａ点のTotal線量と５個の素子のう

ち線量モニタ蛾高値のTotal線鐙の比を調べた。

Ｆｉｇ８に示すように,縦Milllに線簸比をプロットし,横

軸左は正常群,右が障害群を表す｡例数こそ少ないが，

正常群と障害群の有意差はまったく見いだせなかっ

た。むしろ，正常群の線麺の方が高いくらいである。

又，これらの症例中，直|陽内における５点線量モニタ

の各素子の位瞳関係を調べた結果，挿入の長さは予め

決定されてはいるものの，患者の便の状態，直腸の走

行等の問題もあり，的確に直腸内最高線量点を反映す

るものではなかった。

Ⅲ－２．４直腸内線量最高点の算出

Ｘ線規格写其正側画像において，直腸内における線

鑓最高点の座標を考えた｡Ｆｉｇ９に×印で示すように，

ど

ﾉﾉ′ 

閂

肉

Fig.９直腸内線歴最商点
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Fig.１０直腸内線鑓岐高点の線ｉＩｌ:比

クスコ最下端延長線とオポイド線源中心を通る交点の

座標を求め，さらに交点十直腸側0.5ｃｍの点の座標を

読み取り，我々の開発したソフトにてコンピュータに

よる線量の計算をした3)｡ＦｉｇｌＯに示すように,上記と

同様縦''１１１１に線量比をプロットし，横軸左は正常群，右

が障害群を表す。この手法においても，各平均値と分

散からＦ検定をおこなったが，明らかにクリアーな有

意差をみとめなかった。しかし，正常群と障害群の平

均値の差がいくらかみいだせた。

Ⅳ、考察

今回は直腸内における線曇鍍高点の座標を考え，正

常群と障害群の有意差をもとめたわけであるが，今後

の課題としては，症例数を増して詳細に分析すること

により，線蛾との相関をはっきりさせなければならな

い｡線鎚に対する障害の程度の評価は,ＣＴ画像上で正

確な隣接臓器の．位砺関係をふまえ，コンピュータ計算
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Fig.８モニタ線鼠:比
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した線餓分布を重ね合わせることで，又，場合によっ

ては，腫瘍やリンパ節の線型を正確に読み取り，一つ

の障害の評価に役立てていかなければならない。小西

ら鍔)5)によると，DoseVolumeHistogram（ＤＶＨ）を

用いた小線源治療の分析において，障害は線量だけで

なく照射された容讃が関係していると述べており，

ＤＶＨ解析が必要であろう。我々もＣＴ－ＲＡＬＳの治療

計画の最適化にむけて検討中である。

Ⅵまとめ

４．１１[腸障害があった３例は,いずれもＡ点線製を越え

るものはなく，Ａ点の８０％程度に線量コントロー

ルがなされていることが解った。
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１．５点線量モニタ値とＸ線規格写真より取得した間

接計算値との相関はｒ＝0.88となり良好な相DMを

得た。

２．５点線量モニタ値は,一つのリファレンスとはなり

得るが,直腸障害を判定する方法としては，あまり

役立たないことが解った。

3.直腸内における線量最高点のコンピュータ計算値

のTotal線量に対するＡ点線蛾Total比から，Ｆ

検定をおこなったが,明らかな有意差をみとめるこ

とは出来なかった。
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